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うわじま土曜塾【宇和島市】
～ 将来に希望を持つ児童生徒を育てよう ～

活動場所
市内５会場

（図書館・公民館）
対象児童・生徒

小学４年生～６年生
中学１年生～３年生

対象学校区名
市内全小中学校

（小学校28校、中学校６校）

00 12 00

土・日・休業日等 40 日 毎週土曜日（中学生） 13 00 16

平日（授業日） 日 毎週土曜日（小学生） 9

00

ボランティア

児童・生徒の
平均参加人数

１か所　25 人／日 学習支援員 1か所４ 人／日 教員ＯＢ、塾講師

開催日数・
曜日・時間等

【問合せ先】宇和島市教育委員会事務局生涯学習課（TEL）0895-24-1111

人
のべ人数

活動内容
・スタッフが選定した教材を活用しての学習支援
・各種体験活動

参加者募集
各学校を通じてチラシを配布し、希望者を
登録（申込み多数の場合は書類選考有）

協働活動サポー
ターのべ人数

人

● 定期的なスタッフ研修
昨年度まで、大手家庭教師派遣会社に業務委託していた土曜塾は、
今年度から市の直営事業となった。スタッフの多くは、今年度から新
たに従事したことから、定期的に研修会を開催することにより、児童
生徒への接し方や指導方法、また、教室相互の情報交換など、スタッ
フ間の意識統一に努めている。

◆活動の目的・理念
● 勉強の遅れがちな小中学生に対し、まずは自ら学習する習慣を身に付けてもらう。
● 基礎学力を身に付けることに重点を置いた、分かるための学習指導を行う。
● 教科以外の体験活動やレクリエーションの実施、また、地域行事への参加などを通して、情操の涵養を図る。

取組の概要

● まずは学習する習慣を身に付けよう。
土曜塾への参加者は、何らかの理由で勉強の遅れがちな児童生徒で

ある。理由は様々であるが、学力向上の第一歩目は、机に向かう習慣

を身に付けることであると考えている。

● スタッフが選定した教材を活用しての学習支援
学習の進度も様々な参加者に適した教材を活用している。

●体験活動の充実
土曜塾では、学習活動のみならず、地域行事への参加や各種体験活
動を通して、 地域の良さを再認識したり、 将来の目標を持つきっかけ
づくりをしたりしている。

事業を実施して

＜主な取組内容＞

＜特色ある取組＞

（学習方法も工夫(カルタを活用)）

【成果】
● ５か所ある教室ごとの判断で、学習形態を

工夫（グループ形式や個別学習）すること

により、参加者の特性に応じた支援が可能

となっている。

【課題】
● 地域人材であるスタッフの拡充・育成に努めたい。

● デジタル教材導入の是非を検討する必要がある。

（スタッフの熱心な指導）

（それぞれのペースで・・・）

（個別学習で集中）

（初回の研修会）


